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二
〇
〇
二
年
十
一
月
十
六
日
、
大
学
院
開
設
二
十
周

年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
子

ど
も
と
学
校
の
よ
り
よ
い
関
係
を
築
く
た
め
に
　
―
教

員
養
成
大
学
院
の
役
割
―
」
と
い
う
も
の
で
、
現
職
教

員
、
教
育
行
政
関
係
者
、
本
学
教
職
員
、
院
生
・
学
生

な
ど
約
百
二
十
名
が
参
加
し
、
討
議
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
 

　
冒
頭
、教
員
研
修
に
専
門
的
に
関
わ
っ
て
き
た
横
須

賀
薫
氏（
宮
城
教
育
大
学
長
）か
ら
、「
子
ど
も
た
ち
の

変
容
と
教
師
の
力
量
ア
ッ
プ
」と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調

講
演
が
あ
っ
た
。 

　
趣
旨
は
、
大
学
院
で
の
研
修
は
、
民
間
教
育
団
体
や

組
合
で
行
な
う
自
主
研
修
や
行
政
研
修
と
は
異
な
り
、

学
校
現
場
や
教
師
集
団
に
依
拠
す
る
「
学
校
づ
く
り
」

に
貢
献
す
る
こ
と
に
独
自
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
も
の
で
、あ
ら
た
め
て
学
校
や
教
育
現
場
と
大
学

院
と
の
連
携
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。 

　
後
半
は
、N
H
K
の
野
村
正
育
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

四
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
か
ら
具
体
的
な

提
案
を
受
け
た
。 

　
ま
ず
、
現
職
教

員
の
派
遣
院
生
と

し
て
の
経
験
を
持

つ
小
西
和
子
氏
（
天

理
市
立
福
住
小
学

校
・
教
諭
）
か
ら
、

例
え
ば
「
L
D
児
」

の
概
念
枠
な
ど
教

育
事
象
を
読
み
解

く
新
し
い
概
念
を

獲
得
し
て
、
行
動
療
法
な
ど
、
具
体
的
な
ス
キ
ル
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。 

　
次
に
、
中
尾
勝
二
氏
（
奈
良
県
立
教
育
研
究
所
長
）

か
ら
、「
教
育
現
場
か
ら
実
践
上
の
課
題
や
問
題
意
識

を
持
っ
て
研
修
に
臨
み
、
教
育
現
場
に
還
元
で
き
る

研
修
や
研
究
を
行
な
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た
。 

　
引
き
続
き
、
本
学
の
池
島
徳
大
助
教
授
か
ら
、「
い
わ

ゆ
る
開
放
制
の
大
学
と
教
員
養
成
大
学
を
卒
業
し
た
教

師
の
資
質
の
違
い
は
何
か
」
が
問
わ
れ
「
教
師
養
成
の

プ
ロ
」
に
応
え
ら
れ
る
大
学
・
大
学
院
教
育
の
内
容
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
経
緯
が
指
摘
さ
れ
た
。 

　
そ
し
て
、
最
後
に
本
学
の
八
尾
坂
修
教
授
か
ら
、「
生

涯
に
わ
た
る
職
能
成
長
過
程
に
お
い
て
学
び
拓
く
教
師
、

暦
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ね
に
前
向
き
の
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
持
っ
た
教
師
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
大
学
院
教
育
、
特
に
「
教
師
と
子
ど
も
の

人
間
関
係
、
教
師
に
よ
る
児
童
・
生
徒
掌
握
の
力
量
ア
ッ

プ
」
に
応
え
る
こ
と
が
、
教
員
養
成
大
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。 

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
野
村
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
「
多

く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
経
験
し
た
が
、
こ
の
よ

う
に
た
く
さ
ん
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
初
め
て
で

す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
出
る
ほ
ど
、
多
数
の
意
見
が

出
さ
れ
、
そ
の
大
半
は
現
職
教
員
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
。

「
県
の
南
部
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
い
て
欲
し
い
」
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
彼
ら
の
大
学
院
で
の
研
修
希
望
が
い

か
に
切
実
で
あ
る
か
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。 

　「
教
育
実
践
に
寄
与
す
る
よ
う
な
教
育
理
論
を
実
践

の
中
か
ら
ど
う
紡
ぎ
出
す
か
」、
そ
こ
に
教
員
養
成
大

学
院
の
使
命
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
終
了
後
、
主
催
者
の
抱
い
た
実
感
で
あ
る
。 
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